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い』と考える核心はどこか、考え抜きました」

健全な地方自治を 
取り戻す

 　横山さんは、国見町で起きたことは「お任せ

民主主義」の結果であり、氷山の一角だと語る。

企業の寄付であろうと「公金」＝住民の財産で

あるはずなのに、その意識を持たない自治体。

チェック機能を果たせない議会。無関心な住民。

ほかの自治体にも共通する根深い問題だからこ

そ、横山さんは国の規制強化や警察に頼るので

はなく、健全な地方自治を取り戻すことで、町

が問題を解決することを願っていた。

　実際、報道を受けて「雑魚」とコケにされた

国見町議会の議員たちは百条委員会を立ち上

げ、町の責任を追及。責任逃れに終始していた

当時の町長は次の選挙で落選した。本書の後半

では、メディアの役割にも言及した。

 「コンサルタントは『誰も気にしない自治体』

を狙うと言いましたが、『誰も』にはメディアも

含まれていた。特に地方新聞は『雑魚』と見な

されていたんじゃないかと。でも今回、頑張っ

ていれば見てくれている人はいると実感しまし

た。報道を見て、身元が割れるリスクを恐れず

情報提供してくれる人が次々と現れましたし、

東洋経済新報社や全国紙がメディアの垣根を越

えて取り上げてくれたことで、光が当たった」

　本書の出版後、「自分の住んでいる地域の新

聞をとろうと思う」という声が寄せられたこと

が、何より嬉しかったと横山さん。思えば今回

の報道も、住民からの「町役場がおかしくなっ

ている」というタレコミがきっかけだった。

 「住民の疑問に丹念に耳を傾ける。そういう仕

事をこれからもしていきたいと思います」

社による利益囲い込みではないか。追及の決定

打となったのは録音データ。コンサルタントは

「（企業版ふるさと納税は）超絶いいマネーロン

ダリング」と言い切っていた。横山さんは粘り強

い取材で、ワンテーブルが公正であるべき町の

公募プロセスを歪めていたことまで突き止める。

　横山さんの真骨頂は、駆け出しの頃の裁判取

材で叩き込まれた緻密な論拠の積み上げ方だ。

 「法曹界の方々にお世話になったのですが、忘

れられないのは大阪市立大の教授に言われた一

言です。3時間にわたり私の質問に答えてくだ

さった最後に『これが本質、核心だと思ったら、

握りしめて離さないことが大事。君にはそうい

う記者になってほしい』と。今回も、民事裁判

の場面を想像して、原告・被告はどんな主張を

するのか、当事者の立場になりきってシミュレー

ションし、被告側の主張を最大限酌んだとして、

第三者の裁判長が客観的に『ここだけはおかし
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Yokoyama Tsutomu　河北新報編集部記者。青森県
生まれ。自ら中心となって取材し、本書のベースとなっ
た「『企業版ふるさと納税』の寄付金還流疑惑に関する
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編 集 後 記

12月号から編集長に就任しました。前職
は機械部品メーカーで海外事業やグローバ
ル人事の責任者を務めていました。まった
く未知の分野の仕事への挑戦と、20年ぶ
りの転職による「アンラーニング」とに格
闘しています。前職で常に直面していた人・
組織のさまざまな課題や、グローバルの市
場で日本企業はどう戦っていくべきか、と
いったことを、皆さんと一緒に考え、解決
のヒントとなるような発信をしていきたい
と思っています。�  （佐々木）

夫が手術を要する骨折をしてしまいました。
ところが医師は全員予定がいっぱいで、「緊
急度による患者ドラフト」によって手術で
きたのは、怪我から2週間後のこと。折れ
た骨がくっつき始めるギリギリのタイミン
グだったのです。医療現場の人手不足を身
をもって感じる出来事でした。「労働供給
制約社会」は待ったなし。人手不足の解消
のために、藤井薫さんが指摘するように、
個人が複線的に動ける多元的な組織になら
ざるを得ないのかもしれません。自由な働
き方は個人のためならず、です。� （入倉）

法政大学の石山恒貴教授による「三位一体
の地位規範信仰」は日本企業の特質を表し
た興味深いフレームです。似たものとして
は、濱口桂一郎氏による「日本企業＝メン
バーシップ契約論」が人口に膾炙していま
すが、ジョブ型ならぬメンバーシップ型に
なった結果として、無限定性、標準労働者、
マッチョイズムの三位一体が発生したと読
み解けるのではないかと。石山著『人が集
まる企業は何が違うのか』（光文社新書）は、
採用のみならず、これからの人事を考える
うえでは必読の文献です。� （荻野）
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発行は、2026年2月10日（火）です。

次号No.194のテーマは

Next

適材適所の葛藤（仮題）
採用難が続く今、企業には「社内にいる人」の価値を

最大限に引き出すことが求められています。

限られた人材をどう生かすか──その鍵となるのが、

適材を適所に配置し、活躍の場を広げることです。

しかし、その実現には常に葛藤があります。

部署の人材ニーズと個人のキャリアオーナーシップ、

現在の成果と未来の成長、個人のスキルとチームの相性など、

人事はその狭間で迷いながら最適解を探ります。

次号では、この葛藤にどう折り合いをつけ、

組織の成果へとつなげていくかを考えます。
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B A C K  N U M B E R S

お問い合わせ先
株式会社インディードリクルートパートナーズ

リクルートワークス研究所
web／https://www.works-i.com

e-mail／works@r.recruit.co.jp

STAFF
発行人／堀川拓郎

編集長／佐々木貴子

編集／入倉由理子、石臥薫子、伊藤敬太郎、瀬戸友子、

　　　金井あかり、森 亜紀

執筆／荒木 恵、有馬知子、石原直子、井上陽子、荻野進介、

　　　川口敦子、竹田ダニエル、浜田敬子

デザイン／フロッグキングスタジオ

フォト／今村拓馬、刑部友康、平山 諭、MIKIKO

イラスト／石山好宏、信濃八太郎

校正／ディクション

印刷／北斗社

定期購読は３回、６回をご指定いただけます（隔月偶数月10日発行）。
バックナンバーも含め、1冊のみのご購読も可能です。
[お申込み方法]
ネット書店「富士山マガジンサービス」からのお申し込みとなります。
インターネット

https://fujisan.co.jp/pc/works
電話

0120-223-223（通話料無料�年中無休）
9時～ 21時：オペレーターによる受付対応
※ご利用に際して、富士山マガジンサービスの利用規約に準じます。

購読料1冊700円（消費税込み・送料無料）
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No.185 2024. 08– 09

ニッポンの“課長”の
処方箋

No.186 2024. 10– 11

あなたの会社の人的資本
経営大丈夫ですか？

No.187 2024. 12– 2025.01

組織と不正
その構造的要因を読み解く

No.188 2025. 02– 03

インドの人材力

No.189 2025. 04-05

長寿就労社会
定年“消滅”時代、
あなたはどう働きますか？

No.190 2025. 06-07

本気の女性リーダー育成
No.191 2025. 08-09

「失われた30年」を検証する
社会×働く 何が変わり
何が変わらなかったのか

No.192 2025. 10-11

次の10年　
雇用の未来を描く
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